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で編成 され,中 国からの交換科学者2名 と国内のオブ
ザーバー2名 と共に.昭和63年ll月14日南極観測船 「し





































はじめ全隊員に感謝の言葉 もない.ブ ライ ド湾で計画 し
ていた 「南大洋の地学研究(5年 計画の第2年 次)」の
諸観測(海 上重力測定,海 底地形測量)及 び船上観測
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モニタリングを重点項 目として観測 を行 った.降水変動










施 した.み ずほ旅行では,こ の他,無 人気象観測装置の




震の記録に加え,広 帯域 ・高感度の特性 を持つ　「STS
地震計」を昭和基地に設置し,4月 以降連続記録を実施
したが,低 温時に障害が発生,そ の克服が今後の課題で























球迄に至 らなかったが,第1回 と3回 目は成功 し,「立
ち上げ方式」の放球法に習熟することが出来た.平 成2
年1月5日,B15(容積:1万5千 立方米)の極域周回
























撤去,情 報処理棟MG撤 去,第13居住棟 と気象棟の塗
装作業等 も精力的に実施 した.しか し,冬明け看たけな
わの晴天を期待 していた11月中旬除雪 もほ"終 った直後,
最大瞬間風速48.7メートル/秒を記録するA級 ブリザー
ドに3日 間も閉じ込められ,基 地は再び白一色の冬景色
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例年通 り,越冬機材 ・物資はブライ ド湾上の 「しら
せ」から主に30マイルポイントに空輸され,さ らに雪上
車隊により 「あすか」まで運ばれた.生 鮮野菜の一部は






















のJMR測 量,歪 方陣の設置を取 り止めた.地 学 ・生物
の各夏期オペレーションも同様であったが,調 査はほぼ







の観測,ヒ トの生理学的研究等 を行 った.ま た,氷 床上
建造物に関する設営工学的計測を引続き実施した.強 風
が吹き荒れ,ブ リザー ドが頻繁に訪れる内陸基地の宿命

























が一体 となって取組み,多 くの成果 をあげた.
今越冬 も例年にもれず,期 間全般に渡 り地吹雪のBが
多く,特に越冬開始直後から3月頃までのブリザー ドは
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末には初のプラス気温も観測された.
施設面では,屋外デポ物品の埋没や主要建物の出入口



























面で効果があった,し か し,これ らいわば小手先の創
意 ・工夫だけでは限度があり,特に施設の面で全員が個







り直ちに引 き継 ぎ作業に入 り25日までに各部門とも終了
した.12月25日24時をもって観測拠点の運営を第31次隊
に引き継ぎ,翌26日,第31次隊との合同オペレーション
に参加する東隊員1名 を除 く全員が 「しらせ」に戻った.
東隊員は平成2年2月 まであすか観測拠点に留まり.2



































ア ・フリーマン トルでは,日本から同行 した中国からの
交換科学者2名 に加えベルギーからの交換科学者2名 が




































る為に,分 解 して空輸 された中型雪上車(SM5GS)3
台の組立を真清田隊員以下14名(内しらせ乗員3名)が

















155.5時間の飛行 を行 った.1月 中に行った観測支援は






















われる.し かし 「しらせ」は時にチ ャージング1回数m,
1日の進出距離1050mなどという気の遠 くなる様な砕氷
を忍耐強 く行い,1月14日朝見晴らし岩沖に接岸 した.


























緩んで,連 続航行が可能 となりブライド湾には7日 に到
着した.
ブライ ド湾では 「気候変動に関する総合研究計画」の
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ノイメイや西独基地 を訪問して
一女性越冬隊は成功するか一

















ビル ・レイス船長は第1次 航海から10年以上も乗船 して
おり,ウエッデル海周辺の海氷状況に詳しい.私 は交換
科学者としてこれから西 ドイツ基地,ゲ オルグ・フォ
ン ・ノイメイヤに向か うため,西 ドイツ隊の一員として
アガラス号の乗船客となった.西 ドイツは1979年に南極
条約に加盟しすぐに本格的な観測活動を始めた.海 洋観
測船 ・砕氷船 と呼ぶべ きポーラシュテルン号を就航させ,
一年のうち320日以上の観測活動 を南極,北極海域で実














在,設 営部長のコーネン博士 と雑談 している際,ノ イメ
イや基地訪問の意向を話すとすぐさま電話で所内の研究
代表者と連絡を取 り,私の交換科学者としての受入と南
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工学を専攻 しエ ンジン ・車両の組立工場で働いていた.
女性だけの閉鎖社会を送るのに不安感を訴えた項目に技
術的な問題を女性だけで解決できるかどうかという疑問




















期 まで滞在することになった.私 には大変驚 きであった.
何故なら日本の南極観測隊では一度決まった日程を変更
することなど至難の技であるし,この様な行動は許され






















































とに決定 したり,「北極研究」の重要性 を感 じ,科学技




ワ ー ク シ ョッ プ の構 成
ワ ー ク シ ョ ップは,テ ー マ毎 の4つ の サ ブ グル ー プに
分 れ て行 わ れ る こ と とな り.さ らにサ ブ グ ル ー プ1は3
8













































つ の小 テ ー マ よ り構 成 され た.




サ ブグ ル ー プ2
沢 威 男,国 分 征)
サ ブグ ル ー プ3:
義)












ワー クシ ョ ップの プ ロ グラ ム
3月27日
(14;00)全体 会 合(極 地研)(司 会,吉 田 栄 夫)
開 会 の 辞(星 合 所 長),オ リエ ンテ ー シ ョ ン,
我 が 国 の北 極 科 学研 究 の 現 状(平 沢 威 男),カ
ナ ダの北 極 科 学 研 究 の 現状(W,　Peltier)
(16:00)極地 研 施 設 見 学
(18:00)レセ プ シ ョン(ホ テ ル メ トロポ リ タ ン)
3月28日
サ ブ グ ル ープ1,2:極 地 研 に て分 科 会 会 合
サ ブ グ ル ー プ3,41午 前 中つ くば に移 動
午 後,筑 波研 究交 流 セ ン ター にて 分 科 会 会 合
3月29日
午 前 中:サ ブ グ ルー プ1.2つ くば 移動
サ プ グル ー プ3,4,交 流 セ ン ター に て分 科 会
ゴ}:'1、
一
(14:00>全体 会議(筑 波研 究 交 流 セ ン ター)
(議長 団:樋 口 敬 二,関 口 理 郎,　W.　Peltler,　L
　 Barrie)
開 会 の辞(西 村 良 弘)
各 サ ブ グル ー プ 報 告　(W.　Pe|tler,　国 分 征,前 晋
爾　 L.　Barrie),　総 合 討 論,総 括(関 口理 郎 〉
(18:00)レセ プ シ ョン(ホ テ ル グ ラ ン ド東 雲)
3月30日
つ くば の 研 究 所 見 学(気 象研,公 害 研,防 災 セ ン






















































めて,関 連分野で積極的に共同研究計画 を検討してい く
必要があろう.
(筆者:国 立極地研究所地球物理学研究部門跡教授)






なり,ブ リザー ドもA級1回,B級2回,C級1回 と
多く,野外行動と作業に影響を受けた.
2月に引き続き,基地運営は環境整備と安全点検を軸































安曇村の乗鞍岳周辺において,國分 征(こ くぷん す
撚 瀧1蟹 欝 欝 員候補9・指"員℃
訓練は,南極行動中の安全と緊急時に対処するための
基本技術の修得に重点がおかれ,山麓では雪上車の安全
誘導,登 山技術の習得,シ ール歩行,ス ノーモビルの取














































山 中 数 雄
高 橋 略














鈴 木 吉 彦
飯 嶋 裕
川久保 守
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month[y　Climatic　Data　f。r　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　〔℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)〔℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)





































































わ か る.一 方,接 地 線 か ら ブ ラ イ ド湾 に か けて 棚 氷 は
海 水 に 接 して い る の で 底 面 は滑 らか で あ り,接 地 線 か
ら棚 氷 先 端 の プ ラ イ ド湾 に か け て 氷 の 厚 さが 減 少 して
い く.こ れ は氷 の 自重 に よ る 変 形 と底 面 か ら の融 解 が
あ るた め で あ る.こ の ため 棚 氷 末 端 で は海 面 か らの高
さが10-50mが あ る こ とが 多 い,南 極 大 陸 周 辺 の棚 氷
は 底 面 が 部 分 的 に 基 盤 に 着 底 し て ア イ ス ラ イ ズ
(icerise)と呼 ぶ 個 所 が あ り,柳 水 が標 流 しな い よ うに
防 い で い る.柳 水 の 先端 か らの 氷111の分 離(calving)
は,棚 氷 の 質 量 収 支　(mass　balance)　を 大 き く負 に す
る.写 真1に 底 面 ク レバ ス　(bottom　crevasse)　が 見 ら
れ る.こ の よ うな ク レバ ス が 氷 山 の分 離 の 過 程 に 影響
を及 ぼ す で あ ろ う.接 地線 の 位 置 は海 氷 面 の 下 降,上
昇 に よ って 前 進,後 退 を示 す と い わ れ地 球 温 暖 化 に よ
っ て 海 面 上 昇 が 起 きて い る な ら ば,接 地 線 が 後 退 す る
こ とが 予 測 され,こ の 接 地 線 の位 置 をア イ ス レ ー ダー
や 人工 衛 星 の 高 度 計 セ ンサ ーで 測 定 し監 視 し よ う とす
















線 旅藤:.脚 底 面 ク レ・
二 ・
Okm 50km lOOkm i50km
あす か基地からプライ ド湾 まで の氷床 と棚氷の断面図,櫛 の歯状 の部分は通信 に よるデータ欠損部 であ る.
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